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奇
跡
の
五
輪
２
連
覇
、
怪

我
か
ら
の
脅
威
の
復
活
、
羽

生
結
弦
選
手
の
平
昌
五
輪
で

の
勇
姿
は
記
憶
に
新
し
い
。

そ
こ
に
は
、「
専
門
的
食
事

療
法
に
支
え
ら
れ
た
超
絶
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
勝
利
の
方

程
式
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

　

小
生
は
昨
年
６
月
に
教
室

人
事
で
佐
野
厚
生
総
合
病
院

に
異
動
し
た
。
伝
統
あ
る
慶

應
の
関
連
病
院
で
あ
り
、
そ

こ
で
は
名
誉
院
長
の
丸
山
博

先
生
が
悠
然
と
糖
尿
病
診
療

を
続
け
て
い
た
。
高
齢
化
率

28
・
5
％
の
佐
野
市
に
と
っ

て
入
院
患
者
の
フ
レ
イ
ル
対

策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

不
適
切
な
安
静
と
低
栄
養
に

よ
り
、
フ
レ
イ
ル
が
進
行
し

Ａ
Ｄ
Ｌ
が
低
下
し
、
嚥
下
障

害
を
も
た
ら
し
低
栄
養
が
さ

ら
に
悪
化
す
る
悪
循
環
が
最

近
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ス
ポ

ー
ツ
医
学
の
応
用
と
し
て
、

Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
耳
鼻
咽
頭
科
に
よ

り
、
病
院
の
包
括
指
示
で
リ

ハ
ビ
リ
患
者
を
対
象
と
し
て

「
リ
ハ
ビ
リ
」
＋
「
30
分
以

内
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ａ
摂
取
」
な
ど
の

入
院
関
連
機
能
障
害
（
Ｈ
Ａ

Ｄ
）
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

開
始
し
た
。
入
院
に
よ
る
１

日
の
筋
肉
量
減
少
は
、
床
上

安
静
で
0
・
5
％
、
低
栄
養

で
0
・
2
％
に
お
よ
ぶ
。
ま

さ
に
「
筋
肉
は
ビ
ジ
ネ
ス
」

で
あ
る
。

　

赴
任
後
、
多
く
の
教
室
や

諸
先
輩
か
ら
多
く
の
ご
支
援

を
賜
り
感
謝
、
感
謝
で
あ
り

ま
す
。
昨
年
、
人
材
育
成
の

推
進
の
た
め
に
研
修
セ
ン
タ

ー
を
新
設
し
た
。
初
期
研
修

は
７
年
連
続
フ
ル
マ
ッ
チ
の

栃
木
県
レ
コ
ー
ド
を
更
新

し
、
今
年
も
慶
應
か
ら
多
く

の
優
秀
な
研
修
医
が
赴
任
し

た
。
感
謝
！
さ
ら
に
４
月
に

内
科
専
門
研
修
基
幹
施
設
の

新
規
の
申
請
を
終
え
、「
佐

野
で
の
人
材
育
成
と
慶
應
へ

の
橋
渡
し
」
を
め
ざ
す
。
ま

た
新
た
に
災
害
拠
点
病
院
の

取
得
に
向
け
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

を
立
ち
上
げ
現
場
の
志
気
は

上
が
っ
て
い
る
。「
女
性
専

用
の
嘱
託
医
制
度
」
も
新
設

し
産
婦
人
科
で
は
そ
の
運
用

が
始
ま
っ
た
。
現
在
の
病
院

の
縦
割
り
の
運
用
を
標
準
化

し
、
来
年
度
の
電
子
カ
ル
テ

更
新
時
に
業
務
効
率
化
を
進

め
る
な
ど
、
病
院
は
「
リ
ス

タ
ー
ト
元
年
」
を
向
か
え
よ

う
と
し
て
い
る
。

（
佐
野
厚
生
総
合
病
院
院
長

�

村
上
円
人　

63
回
）

末岡 　浩（59回）

　

４
月
21
日（
土
）、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
医

学
部
開
設
１
０
０
年
を
記
念
し
て
建
設
し
た
慶
應
義

塾
大
学
病
院
１
号
館
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
式
に
は
、
義
塾
関
係
者
な
ら
び
に
設
計
・
施

工
関
係
者
、
来
賓
・
招
待
者
な
ど
３
３
０
名
以
上
が

出
席
し
ま
し
た
。
最
初
に
挨
拶
に
立
っ
た
長
谷
山
彰

塾
長
は
、
次
代
の
慶
應
医
学
・
医
療
を
担
う
人
材
育

成
の
場
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
へ
の
期
待
を
述
べ
ま

し
た
。
次
に
、
天
谷
雅
行
医
学
部
長
か
ら
挨
拶
が
、

岩
沙
弘
道
評
議
員
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。
竹
内
勤
常
任
理
事
か
ら
、
新
病
院
棟
建
設
事
業

に
関
す
る
説
明
な
ら
び
に
募
金
活
動
報
告
が
あ
り
、

引
き
続
き
北
川
雄
光
病
院
長
が
１
号
館
の
概
要
説
明

を
行
い
、
無
事
に
竣
工
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
す

る
感
謝
の
意
と
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
た
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
慶
應
義
塾
か
ら
設
計
監
理
者
・
施
工
者

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
設
計
監
理
者
・
施
工
者
か

ら
は
記
念
品
目
録
が
慶
應
義
塾
に
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
竣
工
式
の
最
後
に
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
竣
工
式
の
後
に
は
、
引
き
続
い
て
１
号
館

の
内
覧
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
竣
工
し
た
１
号
館
に
は
、
旧
病
院
棟
か
ら
病

院
機
能
の
大
部
分
が
移
転
し
、
２
０
１
８
年
５
月
７

日
（
月
）
に
開
院
し
ま
し
た
。

�

撮
影
：
石
戸　

晋テープカットの様子 内覧会の様子（病室）

小児系外来中待合 内覧会の様子（手術室）

スピードスケート女子500mで金メダルを獲
得した小平奈緒選手、結城コーチとともに

産科病棟ラウンジ 建物外観

慶應義塾大学病院
1号館（新病院棟）が竣工

　

今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
第

23
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競

技
大
会
（
２
０
１
８
／
平

昌
）
に
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
本
部
ド

ク
タ
ー
（
選
手
団
チ
ー
ム
ド

ク
タ
ー
）
と
し
て
帯
同
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
自
身
、
こ
れ
で
３
回
目
の

冬
季
五
輪
競
技
会
帯
同
と
な

り
ま
す
が
、
２
０
１
６
年
に

行
わ
れ
た
夏
季
大
会
（
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
）
に
は
同
僚

の
真
鍋
知
宏
君
（
75
回
）
も

本
部
ド
ク
タ
ー
と
し
て
帯
同

し
て
お
り
ま
す
。
我
々
が
こ

の
よ
う
な
立
場
を
与
え
て
い

た
だ
け
る
の
は
、
慶
應
ス
ポ

ー
ツ
医
学
の
発
展
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
諸
先
生
の
ご
指

導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
竹

田
恆
和
会
長
、
平
岡
英
介
専

務
理
事
ほ
か
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
要
職

に
お
ら
れ
る
塾
先
輩
方
の
お

力
添
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
昌
五
輪
は
、
朝
鮮
半
島

南
北
合
同
チ
ー
ム
の
参
加

等
、政
治
的
話
題
が
先
行
し
、

大
会
運
営
が
不
安
視
さ
れ
る

一
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い

ざ
始
ま
っ
て
み
る
と
大
き
な

混
乱
は
な
く
、
選
手
は
普
段

通
り
勝
負
に
専
念
す
る
だ
け

で
し
た
。
む
し
ろ
、
開
会
式

／
閉
会
式
に
お
い
て
ト
ー
マ

ス
・
バ
ッ
ハ
国
際
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
会
長
が
、
こ
と

さ
ら
“
平
和
の
祭
典
”
を
強

調
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た

こ
と
に
、
選
手
・
ス
タ
ッ
フ

は
少
な
か
ら
ず
の
違
和
感
を

覚
え
た
の
で
し
た
。
先
日
の

板
門
店
宣
言
を
受
け
、
す
で

に
平
昌
五
輪
か
ら
そ
の
シ
ナ

リ
オ
は
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
想
像
せ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、大
会
期
間
中
、帯
同

医
の
力
量
が
問
わ
れ
る
場
面

の
ひ
と
つ
に
現
地
で
新
規
に

発
生
し
た
疾
患
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
冬
季
大

会
で
は
季
節
的
な
こ
と
も
あ

り
、毎
回
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
問
題
と
な
り
ま
す
。
今
回

も
大
会
中
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
発
症
し
た
選
手
が
い
ま

し
た
が
、
診
断
、
隔
離
、
周

囲
へ
の
予
防
投
与
を
含
め
た

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
投
与

に
至
る
手
順
は
、
過
去
大
会

の
経
験
か
ら
事
前
準
備
を
し

っ
か
り
行
っ
て
い
た
た
め
、

感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
に
成

功
し
、
罹
患
し
た
選
手
も
予

定
通
り
試
合
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、一

部
の
疾
患
の
治
療
で
は
ド
ー

ピ
ン
グ
規
定
を
考
慮
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
薬
剤
選

択
に
つ
い
て
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
、さ
れ
て
い
な
い
、と
い

う
単
純
な
話
だ
け
で
な
く
、

用
量
に
制
限
が
加
え
ら
れ
て

い
る
薬
剤
も
あ
り
ま
す
。
ル

ー
ル
の
範
囲
の
中
で
ど
の
よ

う
な
治
療
を
選
択
す
る
か
は

極
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題

で
あ
り
、
そ
の
判
断
を
誤
っ

た
場
合
、
選
手
が
充
分
に
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き

な
か
っ
た
り
、
ド
ー
ピ
ン
グ

規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
個
人
情
報
の

た
め
詳
細
は
述
べ
ま
せ
ん

が
、
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
小
平
選
手
も
治
療
に
苦

慮
し
た
一
例
で
し
た
。
彼
女

の
快
挙
に
１
％
く
ら
い
は
貢

献
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

勝
手
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
五
輪
を
含

め
多
く
の
国
際
大
会
の
帯
同

や
運
営
に
携
っ
て
来
ま
し
た

が
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
や

条
件
下
で
行
う
医
療
は
、
大

学
病
院
で
行
う
そ
れ
と
は
異

な
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
時
に

は
選
手
の
満
足
度
や
（
お
ま

じ
な
い
的
）
安
心
感
を
優
先

し
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
を
逸
脱
し
た
医

療
行
為
を
選
択
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
好
結

果
に
繋
が
っ
た
と
い
う
ケ
ー

ス
を
少
な
か
ら
ず
経
験
し
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
現
場
に

お
け
る"best m

edical 
practice"

と
は
何
な
の
か
？

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
医
師
と

し
て
ず
っ
と
自
問
自
答
し
な

が
ら
、
私
自
身
も
未
だ
答
が

得
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

第
23
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会

（
２
０
１
８
／
平
昌
）に
帯
同
し
て

石
田 
浩
之（
66
回
）

慶
應
義
塾
大
学
ス
ポ
ー
ツ
医
学

研
究
セ
ン
タ
ー

日　時：平成30年３月16日（金）午後７時〜
場　所：２号館11階　三四会会議室
審議事項
　１．平成30年度予算案につき承認された。
報告事項
　１．�三四会百年記念事業は2020年の秋をめどに記念式典

を開催予定である他、事業内容については今後議論
する。

　２．�2017年に三四会産業医委員会が発足し、11月６日に
第１回委員会が開催された。その後の活動として、
医学部・病院・三四会が連携して、産業医に対する
支援を組織的に行う計画（複数の企業が出資するコ
ンソーシアムとして寄附講座を運営し、産業保健の
マネジメントを担当する人材を確保する、といった
形態）についての議論が報告された。

　３．�三四会評議員会は６月16日午後３〜５時、２号館11
階大会議室にて開催予定。

　４．�三四会全国支部長会は10月６日午後６〜９時、ホテ
ルオークラにて開催予定。

　５．�葛西健WHO西太平洋地域事務局次長（69回生）が
同事務局長を目指すにあたり、三四会として協力で
きる具体的な方法につき提案された。

　６．�三四会ホームページがアップデートされ、沿革など
が追加された。

　７．�医師ワークライフ支援委員会主催の「先輩医師と語
る会」は６月８日に開催予定。

平成29年度第６回定例理事会報告

　

准
教
授
・
講
師
会
は
相
互

の
親
睦
と
扶
助
の
組
織
と
し

て
長
年
運
営
さ
れ
て
き
た

が
、
平
成
29
年
度
の
年
次
総

会
が
、
３
月
30
日
金
曜
日
に

総
合
医
科
学
研
究
棟
１
階
ラ

ウ
ン
ジ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

ほ
ぼ
全
て
の
准
教
授
・
講

師
が
加
盟
す
る
団
体
で
あ
る

が
、
現
会
員
数
は
１
４
４
名

か
ら
な
り
、
医
学
部
・
病
院

を
実
質
的
に
屋
台
骨
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
。

　

一
昨
年
は
新
病
院
棟
建
設

事
業
募
金
に
も
１
０
０
０
万

円
の
寄
付
を
す
る
な
ど
陰
な

が
ら
力
強
い
活
動
を
行
っ
て

き
て
い
る
。

　

総
会
議
事
の
終
了
後
は
懇

親
会
へ
移
行
し
、
天
谷
医
学

部
長
か
ら
挨
拶
と
薫
陶
を
い

た
だ
い
た
が
当
医
学
部
が
今

後
素
晴
ら
し
い
学
生
を
集
め

魅
力
あ
る
学
校
を
築
く
た
め

に
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
て

行
う
こ
と
の
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
ら
れ
た
。
次
い

で
、
北
川
病
院
長
か
ら
も
近

日
に
迫
っ
た
新
病
院
棟
へ
の

移
動
と
同
時
に
今
後
の
厳
し

い
経
営
状
況
の
中
に
あ
る
も

の
の
皆
一
同
の
力
で
乗
り
切

　

領
域
3
は
マ
イ
ク
ロ
バ
イ

オ
ー
ム
（Microbiome

）、

即
ち
常
在
細
菌
叢
が
研
究
テ

ー
マ
で
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
バ

イ
オ
ー
ム
研
究
は
、
次
世
代

シ
ー
ケ
ン
サ
ー
が
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
２
０
０
７

年
頃
か
ら
、
急
速
に
研
究
が

進
み
だ
し
た
。
現
在
で
は
、

健
康
に
広
く
関
わ
っ
て
い

て
、
が
ん
、
肥
満
、
自
己
免

疫
疾
患
、
自
閉
症
、
神
経
変

性
疾
患
な
ど
様
々
な
疾
患
に

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
為
、
世
界
経

済
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
２
０
１
４

年
の
「
新
興
技
術
ト
ッ
プ

10
」
の
ひ
と
つ
に
「
ヒ
ト
マ

イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム
」
を
あ

げ
て
お
り
、
世
界
的
に
極
め

て
重
要
な
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
し

Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
産
学
連
携
の
取
り
組
み

　

高
度
な
素
材
と
化
学
製
品
開
発
を
促
進
す
る
Ｊ
Ｓ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
化
学
研
究
者
と

慶
應
医
学
部
の
研
究
者
・
医
師
に
よ
る
産
学
共
同
研
究
拠
点
「
Ｊ
Ｓ
Ｒ
・
慶
應
義
塾

大
学
医
学
化
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
）」
の
４
つ
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

領
域
３ 

マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム

本
田　
賢
也（
73
相
当
）

微
生
物
学
免
疫
学
教
室

ろ
う
と
の
ご

挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。

　

例
年
、
日

頃
な
か
な
か

聞
く
機
会
の

な
い
有
意
義

な
話
を
拝
聴

す
る
講
演
を

企
画
し
て
い

る
が
、
今
回

は
、
ミ
ニ
レ

ク
チ
ャ
ー
と

し
て
精
神
・

神
経
科
学
教

　

長
年
、
幹
事
を
務
め
ら
れ

た
小
児
科
の
粟
津
緑
先
生
か

ら
当
会
ご
卒
業
の
挨
拶
が
あ

り
、
一
同
か
ら
感
謝
の
拍
手

が
送
ら
れ
た
。ま
た
、藤
田
保

健
衛
生
大
学
へ
赴
任
さ
れ
る

リ
ウ
マ
チ
内
科
の
安
岡
先
生

か
ら
の
ご
挨
拶
も
あ
り
、
皆

か
ら
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
た
。

か
し
米
国H

u
m
a
n 

Microbiome Project

を
は

じ
め
と
す
る
世
界
的
な
大
規

模
研
究
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

病
態
悪
化
の
原
因
と
な
る
菌

種
や
、
逆
に
病
態
改
善
へ
と

繋
が
る
菌
種
、
即
ち
治
療
に

使
え
る
細
菌
株
を
、
実
際
に

分
離
培
養
で
き
た
例
は
ま
だ

少
な
い
。

　

Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
で
は
、
す
ば
ら

し
い
研
究
環
境
が
整
え
ら
れ

た
。
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
や
デ
ー

タ
を
蓄
積
す
る
サ
ー
バ
だ
け

で
な
く
、
日
本
最
大
級
の
無

菌
動
物
室
や
、
菌
を
培
養
す

る
嫌
気
性
菌
の
バ
イ
オ
チ
ャ

ン
バ
ー
、
さ
ら
に
は
人
型
ロ

ボ
ッ
ト
も
用
意
さ
れ
た
。
欧

米
で
進
め
ら
れ
て
い
る
「
相

関
」
が
得
ら
れ
る
に
す
ぎ
な

い
デ
ー
タ
駆
使
型
の
研
究
に

対
し
、
Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
で
は
、
そ

れ
に
加
え
て
責
任
細
菌
の
培

養
や
、
動
物
実
験
な
ど
が
行

え
る
。
臨
床
の
場
か
ら
届
い

た
サ
ン
プ
ル
を
、
シ
ー
ケ
ン

ス
で
解
読
し
て
、
ど
ん
な
菌

が
い
る
の
か
を
調
べ
る
一
方

で
、
培
養
し
て
マ
ウ
ス
に
投

与
し
て
影
響
を
見
る
総
合
的

な
研
究
が
可
能
で
あ
る
。

　

即
ち
、
１
．
特
定
の
細
菌

種
だ
け
を
持
つ
マ
ウ
ス
を
作

成
す
る
技
術
（
ノ
ト
バ
イ
オ

ー
ト
技
術
）、
２
．
常
在
菌

培
養
技
術
、
３
．
次
世
代
シ

ー
ケ
ン
サ
ー
に
よ
る
マ
イ
ク

ロ
バ
イ
オ
ー
ム
解
析
技
術
、

と
い
う
３
つ
の
技
術
を
組
み

合
わ
せ
た
統
合
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
に
よ
り
、
複
雑
な
マ
イ

ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム
を
細
分
・

要
素
化
し
、
宿
主
細
胞
の
機

能
と
明
確
に
関
係
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
本
領
域
の
構

成
メ
ン
バ
ー
は
菌
培
養
を
非

常
に
得
意
と
し
て
お
り
、
常

在
細
菌
叢
の
８
割
以
上
を
培

養
で
き
る
技
術
を
持
ち
、
複

雑
な
常
在
細
菌
叢
を
培
養
菌

株
だ
け
で
マ
ウ
ス
の
中
で
概

ね
再
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
、
機
能
・

表
現
型
に
紐
づ
け
ら
れ
た
常

在
細
菌
株
を
単
離
培
養
し
、

そ
の
菌
株
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
ノ
ト
バ
イ
オ
ー
ト
マ
ウ
ス

を
作
製
す
る
こ
と
で
、
相
関

か
ら
更
に
踏
み
込
ん
だ
「
原

因
と
結
果
の
関
係
」
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

知
財
化
や
市
場
ニ
ー
ズ
探
し

な
ど
、
重
要
な
が
ら
、
ア
カ

デ
ミ
ア
が
苦
手
と
す
る
部
分

を
Ｊ
Ｓ
Ｒ
株
式
会
社
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

よ
り
的
確
に
、
よ
り
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
臨
床
の
現
場
に
還
元

で
き
る
研
究
が
行
え
る
。
Ｊ

Ｋ
ｉ
Ｃ
が
世
界
有
数
の
マ
イ

ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム
研
究
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
知
ら
れ
る
日

は
近
い
と
考
え
る
。

室
の
佐
渡
充
洋
先
生
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、「
産
業

精
神
保
健
ト
ピ
ッ
ク
―
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
含
め
た
一

次
予
防
を
中
心
に
」
と
題
す

る
講
義
を
い
た
だ
い
た
。
各

人
に
配
ら
れ
た
干
し
ぶ
ど
う

の
粒
を
手
に
取
り
凝
視
し
、

香
り
を
嗅
ぎ
、
味
を
確
か
め

た
り
す
る
こ
と
で
聴
取
者
一

人
一
人
が
静
か
に
心
の
中
で

問
い
か
け
を
す
る
珍
し
い
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

日
頃
静
か
な
時
間
を
享
受
で

き
て
い
な
い
一
同
が
何
か
を

感
じ
る
不
思
議
な
時
間
を
経

験
し
た
。

　

次
い
で
、
シ
リ
ー
ズ
講
演

と
し
て
帝
京
大
学
医
学
部
外

科
の
新
見
正
則
先
生
に
「
西

洋
医
の
た
め
の
漢
方
、
そ
し

て
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
イ
グ

ノ
ー
ベ
ル
賞
」
の
話
を
い
た

だ
い
た
。
新
見
先
生
の
講
演

は
ど
こ
で
も
大
人
気
で
、
先

生
が
独
創
的
な
発
想
の
下
に

研
究
を
実
践
し
、
そ
れ
を
楽

し
む
姿
勢
が
信
濃
町
の
人
々

に
伝
え
ら
れ
、
い
つ
し
か
忘

れ
か
け
て
い
た
世
界
を
見
せ

て
も
ら
え
た
よ
う
な
豊
か
な

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

熱
の
こ
も
っ
た
講
演
の
後

に
は
東
京
會
舘
に
よ
る
料
理

を
食
し
な
が
ら
の
楽
し
い
懇

親
の
場
が
も
た
れ
た
。
ふ
だ

ん
分
野
が
異
な
り
、
話
す
機

会
を
見
つ
け
る
の
も
困
難
で

あ
る
仲
間
が
共
に
意
見
交
換

し
、
ま
た
、
出
席
い
た
だ
い

た
医
学
部
長
、
病
院
長
へ
も

忌
憚
の
な
い
話
し
の
で
き
る

機
会
で
あ
っ
た
。

　本年は初代本学部長北里柴三郎先生の87
年祭にあたり、医学部と三四会との共催に
よって下記により北里記念式を執り行うこ
とになりました。
　三四会の皆様方のご列席の程をお願い申
し上げます。

記

　日時　６月12日（火）午後１時
　会場　北里講堂

� 医学部長　天谷　雅行　
� 三四会長　武田　純三　

北里記念式の挙行について
会則20条に則り、次のように開催します。

記

日時：平成30年６月16日（土）
　　　午後３時〜５時
場所：２号館11階　大会議室

本評議員会は総会に代わるもので、（会則
18条）、本会の最高意思決定機関です。
評議員各位のご出席をお願いいたします。
なお、閉会後、情報交換会を開催します。

� 三四会長　武田　純三　

平成30年度三四会評議員会開催のお知らせ

平成29年度
准教授講師会を開催して講

演
に
聴
き
入
る
会
員


